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いればくんシリーズで作成した請求書を得意先へメールで送信するオプション機能です。ご利用にはお申込みが必要です。 

 

【システム概要】 

いればくんシリーズでWEB請求書を送る得意先を予め設定し、請求一覧画面から請求データをアップロードします。 

その後、WEBシステムから請求書メールを送信します。 

得意先は受信したメール内のURLから請求明細書PDFをダウンロードが可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【料金プラン】 

WEB請求書を送付する得意先件数(連携可能数)によってご利用料金が異なります。 

 

＜月額利用料金＞ 基本料金2000円(税別) 得意先10件まで連携可能 

 以降10件追加ごとに+1000円(税別)  

例：15件の得意先にWEB請求書を送信（アップロード）する場合、月額利用料金は3000円となります。 

WEB請求書 月額料金   

連携得意先件数 基本料金 追加料金 利用料金 料金プラン 

1件 ～ 10件 ¥2,000 ¥0 ¥2,000 最大 10件（月額 2000円） 

11件 ～ 20件 ¥2,000 ¥1,000 ¥3,000 最大 20件（月額 3000円） 

21件 ～ 30件 ¥2,000 ¥2,000 ¥4,000 最大 30件（月額 4000円） 

31件 ～ 40件 ¥2,000 ¥3,000 ¥5,000 最大 40件（月額 5000円） 

41件 ～ 50件 ¥2,000 ¥4,000 ¥6,000 最大 50件（月額 6000円） 

 

料金は毎月末日時点のプラン料金を後払いにてお支払いいただきます。 

請求書アップロード メール送信 メール内ＵＲＬを開き、 

請求書ダウンロード 

歯科技工所 得意先 

WEB請求書システム 

WEB請求書オプション 
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（ご利用いただく前に準備していただきたいこと） 

・得意先に請求書電子化の意向を確認し、請求書の送付先メールアドレスを収集してください。（P.5） 

・収集したメールアドレスに間違いがないかを確認してください。（P.6） 

・請求書の送付先メールアドレスを得意先マスターに登録してください。 

 

【ご利用の流れ】 

① お申込みを弊社にて確認後、オプション機能を付与・アカウントを発行します。 

お申込み時にご登録いただいたメールアドレスにWEB請求書システムのURLとID・PWを通知いたします。 

 

② いればくん(テクニシャン21)でWEB請求書の連携得意先の設定を行います。 

※事前に得意先マスターにて、請求書の送付先[メールアドレス]を登録してください。 

 

③ 請求一覧画面から請求書データをアップロードします。 

WEB請求書の連携得意先に設定した得意先のみWEB請求書が発行できます。 
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④ WEB請求書システムにログインして、請求書URLの付いたメールを得意先に送信します。 

 

 

⑤ 得意先は受信したメールのURLから請求明細書PDFをダウンロードします。 

＜得意先の受信メール＞ 
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【WEB請求書オプション機能の注意事項】 

●メール関連 

・得意先マスター1件に登録できるメールアドレスは１つです。 

・メールアドレスは必ず正しいメールアドレスを登録ください。 

 正しいメールアドレスに修正していただけない場合はアカウントを一時停止させていただく場合があります。 

・得意先毎に初回メール送信した際は必ず到着確認を行ってください。 

・メールを送信するメールアドレスは、sender@irebakun.jpとなります。 

 受信者（契約者・得意先様）はドメイン許可リストに追加するなど、受信できる状態にしてください。 

 

●請求書PDFについて 

・請求書PDFのレイアウトは、請求明細書タイプ（FS620）と同等の情報になります。（P.3下部参照） 

 レイアウト詳細はソフト内の上部メニュー ＞ ヘルプ ＞ 請求書サンプル よりFS620をご確認ください。 

・請求書のみ対応しております、納品書には対応しておりません。 

・合計請求書タイプには対応しておりません。 

分院処理の親合算請求の合計請求書にも対応しておりません。 

・社印押印の機能は現段階ではありません。 

 

●システムについて 

・請求書の訂正時、再アップロードや再送信も可能ですが、連携得意先登録が維持されている状態に限ります。 

・連携得意先を解除すると、得意先は既にアップロードしている請求書PDFをダウンロード出来なくなります。 

 

 

【請求書の電子化におけるメリット】 

・1.効率化の実現 

発行側ではこれまでの印刷や封入、投函などの作業が不要になり、電子データを送るだけで完了できます。 

受領側では開封や入力、ファイリングなどの作業が不要になり、データを受け取るだけでよくなります。 

 

・2.物理的・時間的コストの削減 

郵送代や封筒・用紙代、印刷コストが不要になります。 

封入や投函、開封やファイリングのような「郵送ならば必要な作業」が不要になり、 

請求業務の時間短縮に繋がります。 
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【請求書の電子化を始める前に】 

得意先それぞれに電子化してよいか確認しましょう。 確認と同時に、メールアドレスの収集も必要となります。 

 

■導入に向けて得意先へ電子化の意向を確認します 

得意先には一定数、どうしても郵送しか対応できないという会社が出てくると思います。 

現時点で100％の取引先を電子化することは現実的ではありませんが、 

一部が変わるだけでも効率化が図れる場合は多いです。 

下記に、得意先へのご案内の例を記載しますので参考ください。 

 

他にも、回答フォーム（お客様にてご用意ください）に記載いただく方法や、 

ＴＥＬ・訪問にて直接得意先の意向を伺うなど手法はたくさんありますので、状況にあった方法でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お取引先各位 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。 

 

昨今の社会背景において環境意識の高まり、ペーパーレス化、リモート化などの流れに伴い 

弊社でも業務効率化を目的とした請求書の電子化を導入することを決定いたしました。 

 

貴社の利便性としても「請求金額のご案内の迅速化」「誤配送紛失の削減」がございます。 

 

つきましては、電化を希望される方は、このメールに返信で「請求書電子化希望」と記載ください。 

 

なお、開始月は翌月分の請求書から配信させていただきます。 

何卒ご理解、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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■システムに登録する前にメールアドレスを確認してください 

WEB請求書の送付先メールアドレスを取得したら、得意先マスターにメールアドレスを登録する前に、 

御社ご利用のメーラーからメールを送信し、アドレスに間違いがないことをご確認ください。 

 

下記にメール内容の例を記載しますので、参考にしてください。 

（例では、重要な情報を送付することになるので、返信にて医院名を記載いただく事で確実なメールアドレスを収集します） 

 

得意先マスターへのメールアドレス入力時は手入力を可能な限り利用せず、コピーペーストにて入力ください。 

 

 

 

 

タイトル：【要返信】請求書電子化のご案内 

 

 

ご担当者様 

 

お世話になっております、 （技工所名）○○技工所 （担当）○○ と申します。 

 

この度は請求書の電子化にご登録いただき、ありがとうございます。 

 

お客様のメールアドレスの確認の為、ご連絡させて頂いております。 

今後、お送りする請求書には患者様名等の重要な情報を記載しております。 

 

そのため、お送りしたメールアドレスに間違いがなければ、このメールの返信にて 

【医院名】を記載して返信お願い致します。 

 

なお、実際の請求書のメールはsender@irebakun.jpより送信されます。 

迷惑メールフィルター等をご利用の場合は、受信許可をお願い致します。 

 

お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。 

※このメールにお心当たりのない場合は、お手数ですが（メールアドレス）○○@example.com までご連絡ください。 

 


